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編集規定
　１．本誌は日本心理劇学会の機関誌として年 1 巻発行する．
　２．本誌は，原則として本学会会員の心理劇に関する論文の発表にあてる．
　　　ただし，非会員からの投稿論文で本学会に寄与するものは，掲載が認められることもある．
　３．本誌には，特集，原著，総説，事例研究，実践報告，短報，資料のほか書評，海外文献紹介，

情報，会報などの欄をもうける．
　４．特集，書評欄は，原則として編集委員会の指定した依頼原稿によって構成する．
　５．原著論文は，心理劇あるいはその関連領域における未公刊の独自性ある論文で，学術的考察

のなされているものとする．
　６．総説は，心理劇あるいはその関連領域における特定の主題についての学問的動向を見渡し，

著者独自の論考がなされている論文とする．
　７．事例研究は，心理劇あるいはその関連領域の臨床・実践活動における事例について考察のな

されている論文とする．
　８．実践報告は，心理劇あるいはその関連領域の臨床・実践活動で得た知識，経験，成果などを

報告する論文とする．
　９．短報は，心理劇あるいはその関連領域における萌芽的研究で，今後発展が期待できる研究を

手短にまとめたものとする．
　10．資料は，心理劇あるいはその関連領域における掲載する意義があると考えられる実践，調査，

事例，理論等に関するリポートとする．
　11．その他必要に応じ，編集委員会での検討により論文の種類を新たに設定することがある．
　12．投稿論文は編集委員会によって審査され，その掲載の可否が決定される．
　　　なお，編集委員会は，会員もしくは会員外に審査協力を依頼することがある．
　13．本誌の編集は，編集委員会の責任のもとに行われる．
　14．原稿の印刷に特に費用を要するものは，執筆者の負担とする．
　15．本誌に掲載された記事の著作権は，日本心理劇学会に帰属する．著者本人を除き日本心理劇

学会の許可なく記事を複製および転載することはできない．

執　筆　要　項
１．論文の内容として，以下の事項を遵守すること．
　a）調査研究を行う場合は，調査協力者に事前にインフォームド・コンセント（説明と同意）の

手続きを取っておくこと．
　b）事例研究や面接調査（インタビュー）の場合は，対象者または調査協力者から同意の署名を

取らなければならない．また，論文に記載する情報は必要最低限としてプライバシーに十分配
慮しなければならない．関係機関に倫理委員会がある場合は，承認を得ていること，およびこ
うした倫理面への配慮を論文中に明記すること．

　c）「心理劇」の誌上に掲載される投稿論文は未発表のものであること．他の学術誌や大学等の
紀要にすでに投稿したものと類似した論文や，本来は一つであるべき研究内容を幾つかに分け
て「心理劇」に継時的に，あるいは他の学術誌に投稿することは二重投稿となるので投稿でき
ないこと．

２．論文の内容は未公刊のものに限る．事例提示の場合は，記載する情報は必要最小限とし，プラ
イバシーに十分配慮すること．

３．論文の長さは，原則として原著・総説・事例研究・実践報告・資料は図，表，写真を含めてＡ４判
（40字×40行）用紙11枚，短報・その他は８枚を上限とする．上限を超えても掲載が認められ
ることがあるが，その場合は原則として超過分の制作費は投稿者の負担とする．

４．原稿は横書きで，原則として常用漢字・現代かなづかいを用い，数字は算用数字を用いるこ
と．図，表，写真は必要最小限にして別紙に書き，本文中にその挿入箇所を明示すること．本
文にはページ数をつけること．

５．すべての投稿論文には，表題，著者名，所属機関名，論文の種別，連絡先住所，電話番号，Ｅ
メールアドレスを記載し，かつ表題，著者名，所属機関名については英語表記を添え，本文
に添付する．原著および事例研究には，英文要約を必須とする．英文要約は100～200語で作成
し，５項目以内のキー・ワードをつけること．英文要約およびキー・ワードについては日本語
訳を添えること．英文は英語の専門家の校閲を経ていること．

６．外国人名，地名に原語を用いる以外には，記述中の外国語になるべく訳語をつけること．
７．引用文献は本文の最後に著者名のアルファベット順に一括して記載し，本文中では，著者名

（発行年）で引用すること．
　ａ）文献の記述形式は，雑誌の場合は，著者名，公刊年度（西暦），論題，誌名，巻（ゴチッ

ク），号，記載頁の順序による．単行本の場合は，著者名，発行年度（西暦），書名，発行所
の順とする．ただし編者と担当執筆者の異なる単行本の場合は，該当執筆者名を筆頭にあげ，
以下発行年度，編者名，書名，発行所の順とする．

　ｂ）同一著者で2種以上の文献がある場合には発行年度順とし，さらに同年度に同一人の2種以上
の文献がある場合には1990a，1990bのように区別して記載すること．

８．校正は，初校を著者，再校以降は編集委員会で行う．
９．投稿論文については，執筆者に別刷り20部を贈呈する．それ以上は執筆者の負担とする．
10．本誌に掲載された論文の原稿は，原則として返還しない．
11．投稿に際しては，投稿原稿とは別に，著者名，所属機関名，謝辞を削除したコピー２部を添

え，書留郵便（レターパック可）にて編集委員会宛に送付すること．郵送とは別に，投稿原稿
をEメールの添付ファイルとして送ること．

12．日本学術振興会「科学の健全な発展のために」（研修テキスト）の主旨・内容にのっとり、研
究倫理に関する配慮を十分に行い投稿すること。
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